
【別紙２】 

各種審議会等審議結果公表シート 

会議の名称 
第 2回中津川市社会教育委員の会 

（兼）中津川市公民館運営審議会 

開催日時 平成 29 年 2 月 24 日（金）19 時 00 分～20 時 50 分 

開催場所 にぎわいプラザＢ１ホール 

出席者の 

役職名 

社会教育委員（兼）公民館運営審議会委員 17 名 

               欠席委員 6 名 

事務局 

文化スポーツ部長・文化スポーツ部次長・生涯学習スポーツ

課長・図書館長・文化振興課長・鉱物博物館長・生涯学習ス

ポーツ課長補佐・主任主査・社会教育指導員 

公民館長（中央・苗木・阿木代理・山口・川上・坂下・付知・

福岡） 

話し合われた内容

（会議録又は審議

概要） 

（次第） 

１ 会長あいさつ 

２ 文化スポーツ部長あいさつ 

３ 議題 

 ・岐阜県社会教育委員連絡協議会理事会に参加して 

・提言をふまえた意見交換会 

４ 閉会 

 

 

１．会長あいさつ 

２．文化スポーツ部長あいさつ 

・「中津川市審議会等の会議の公開に関する指針」により、 

本会議の公開を決定する。 

３．議題 

（以降の進行は会長） 

・岐阜県社会教育委員連絡協議会理事会に参加して 

 会長 

『もっと知ろう！社会教育委員～社会教育委員のより主体的な活

躍のための提言～』を県の社会教育委員が提言され、各市町村でも

これを踏まえて社会教育委員について考えて欲しいというお話が

あった。高山市の例では社会教育のコーディネーターがまちづくり

推進委員に入っていろいろな分野の人がまちづくりをはじめてい



る話もあった。中津川市もこれを参考に新たな方向性をみつけてや

っていきたい。 

・提言をふまえた意見交換会 

Ａ～Ｅの５つのグループに分かれてグループ討議を実施した。各グル

ープの代表的な意見は次のとおりである。 

Ａグループ 

・社会教育とはニーズをとらえることではないか。 

・社会教育委員としての活動例を示すことや目標や方針等の方向性を

考えること 

Ｂグループ 

・地域の人とのつながり、様々な年代とのつながりをもつことが委員

としての役割がある。 

・昔は地域にリーダーがたくさんいたが今はそうではない。イベント

なんかを利用して地域の活動を広げていくという役割ではないか。 

C グループ 

・社会教育委員として引っぱっていくのは難しい面があり、また地域

活動の主体となれと言われているようで、違和感・疑問を感じる部

分もある。実際どうしていいかわからないと感じている委員もいる

と思う 

・人と人とのつながりをコーディネートしていくような意識をもって

活動していくことが大事ではないのか 

・公民館の役割として地域の課題を解決するというのがあったと思う

が、社会教育委員にもそれが求められてきた 

・社会教育委員の方達はプレイヤーになるのではなく指揮をとるよう

な事が求められているのではないか 

D グループ 

・講座等開講しても９０％以上が女性という状況。特に男性が活動に

参加できるような仕組みが大事 

・年代別によっても違うので年代別にあったコミュニケーションのと

りかたも活動を考える上大切 

E グループ 

・社会教育委員にとって大事なのは人とのつながり 

・公民館では若い人の利用が少ないので中学生の人たちをボランティ

アとしてひっぱってくれる等の案もでた 

・実際社会教育委員がどんなことが出来そうか、青年会議所の方たち

が中心となり中津川市のかるた大会をやっていますが。 

・地域が動くことで学生とか若い人が大人の動きをみて参画して未来

の後継者を育てることになる 

・中津の事を故郷を思い出して語り合ってくれるような思い出作りや

体験をして汗をかくことが出来たらいい 



会長 

次回からこれらの意見をもとにさらに議論を深めていきたい。 

４．閉会 

                                              以上 

会議資料 （添付ファイル）  資料 

次回開催予定日時 平成 29 年 3 月 28 日 

次回開催予定場所 にぎわいプラザＢ－１ホール 

所管部課 生涯学習スポーツ課 

 

 



平成 28 年度 第２回 

中津川市社会教育委員の会（兼）公民館運営審議会 

 

平成 29 年２月２４日（水）午後７時００分 

 にぎわいプラザ B1 ホール 

 

 

 

１ 開会 

 

 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

 

 

３ 文化スポーツ部長あいさつ 

 

 

 

 

４ 議題 

 ・岐阜県社会教育委員連絡協議会理事会に参加して 

・提言をふまえた意見交換会 

 

 

 

 

５ 閉会 
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 ○もっと知ろう！～社会教育委員のより主体的な活躍のための提言～ 
   

  

  

 
 
○グループトーク           
  テーマ「自分たちの活動を考える」 

    ・社会教育委員として 
      ・社会教育委員の会として 
  

 

 

社会教育委員の役割について 

 

 
 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇メ モ 
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しゃか 

もっと知ろう！社会教育委員～社会教育委員のより主体的な活躍のための提言～ 

（平成２８年８月 岐阜県社会教育委員の会）概要版 

 

 

 

 

 

 

   

岐阜県各市町村社会教育委員の現状と課題 

☑ 県内４２市町村中、４０市町村が社会教育委員を置いている。 

☑ 市町村は、社会教育委員に対して、「家庭・地域の教育力向上のために家庭・地域・学校をつなぐパイプ 

の役割」や「行政や施策の運営に対する住民の意向を伝える役割」を求めている。 

 

☑ 社会教育法にみる社会教育委員の職務が果たされていない市町村がある。 

  職務① ＜社会教育に関する諸計画の立案＞    （例）市町村総合計画検討委員に社会教育委員を含む市町村は約３０％ 

  職務② ＜教育委員会の諮問に対する意見具申＞  （例）社会教育委員の会が提言や意見具申を行っている市町村は約２５％ 

  職務③ ＜地域の課題解決等に必要な調査研究＞ （例）社会教育委員の会に小委員会を設置している市町村は１市 

☑  社会教育委員の多くは充て職で、名前だけの委員になっている市町村がある。 

☑ 会議が形骸化しており、社会教育委員の意見を施策に反映させる仕組みがない市町村がある。 

☑ やりがいや満足感を感じていない社会教育委員が約４０％いる。 

 

「社会教育委員制度」が形骸化し、十分に活用されていない！ 

 

   

 

 

 

 

   

今後期待される社会教育委員の役割 

＜社会教育委員及び市町村事務局が取り組むべきこと＞ 

①社会教育委員に求める資質を明確にすること 

②地域の具体的な未来像を話し合い、共有すること 

③社会教育委員が地域の組織や人々をつなぐ立場として

活躍し、コーディネーターとしての役割を果たすこと 

④社会教育委員の見識を深める研修と、社会教育委員同

士の交流を工夫すること 

⑤事業目標と評価指標の設定を工夫し、事業内容を改善

すること 

社会教育委員のより主体的な活躍に向けて（提言） 

＜県教育委員会が取り組むべきこと＞ 

①市町村事務局の意識改善を図ること 

②専門性を身に付けた社会教育委員を育成する 

こと（人材育成のための補助金等） 

③各種団体と連携して、社会教育委員の研修を体

系化すること 

④社会教育委員の活躍を認め広める機会をもつ

こと（県教育長感謝状授与等） 

⑤社会教育委員の活動事例を積極的に紹介する

こと（交流サイト開設等） 

 

 

期待できる効果 

☑ 少子高齢化、グローバル化、地域社会の教育力低下、学校が抱える課題の複雑化・困難化等、社会状況が急 

速に変化している。 

→ 地域の未来の担い手である子どもの教育を地域と学校が力を合わせて充実させることは、地域の振 

興・創生につながる。学校と様々な機関・団体や、地域住民同士をつなぐコーディネーターとして

の役割をもつ人材が求められており、社会教育委員にその役割を託すことができるのではないか。 

 

社会教育委員が「学校を核とした地域づくり」のキーパーソンとして活躍することで、子どもたち

の豊かな成長と住民一人一人の活躍の場の創出、地域の活性化が期待できる。 

 

☑ 社会教育委員が「学校を核とした地域づくり」のキーパーソンとしてコーディネーターや支援員の役割を 

果たすことで、学校や地域が活性化する。 

☑ 社会教育委員の資質が向上するとともに、社会教育委員がやりがいや満足感をもって役割を果たすことで、 

行政や施策の運営に対する意見交換が活発に行われ、より効果的な事業改善が図られる。 
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